
東京都新島村立新島中学校 広報誌 

令和４年１月１１日（火）発行 

「ガキ大将」と「みそっかす」 

 

 

 

 

 

 

校長 石川 鋭一郎 

 あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。 

昨年１１月、感染状況が改善し、３年生の修学旅行と２年生の移動教室が実施できたこと、本当に良かった

と思います。特に３年生は昨年度移動教室が中止となったこともあり、切望の修学旅行でした。実行委員会だ

よりには、人のことを気遣えるようになった、クラスの多くの人の笑顔が増えた、団結できたなどの感想が寄

せられ、３年生の成長ぶりが伺われました。２年生は、天候の関係で１泊短くなりましたが、障害者理解の体

験プログラムと観劇を通して心を育むことができました。 

さて、表題の２つの言葉が令和の時代に不適切な表現であるとすれば、初めにお詫び申し上げます。 

 昔々、ガキ大将が身近にいました。腕っぷしが強いのですが、人望もありました。私が小学５年生の時、あ

る同級生が視力が落ち眼鏡をかけることになりました。当時、眼鏡をかけている子はほとんどいませんでした

ので、その子は眼鏡をかけるのを嫌がりました。その時、同じ学級のガキ大将が、「冷やかす奴は俺が許さない

から、眼鏡をかけなよ。」と言ってくれました。それからその子は安心して眼鏡をかけるようになりました。そ

のガキ大将は、弱い者いじめ、特に女子への暴力は絶対許しませんでした。ですから、学級全員が安心して登

校できる秩序を維持してくれたと思います。 

 次に、「みそっかす」です。これは、戦力としてはカウントしないけど、その場にいてもいい人のことです。

私は同学年の男の子同士で放課後遊ぶことが多かったのですが、家庭の都合で小さな弟妹を連れてくる者もい

ました。その小さな子のことを「みそっかす」と呼び、缶蹴り、六虫、ナスとキュウリなどの遊びの際は、鬼

にならないような配慮がなされていました。今でいう学童保育の指導員の役割を当時の年長の子供たちは担っ

ていました。 

また、当時の小学校には特別支援学級がなく、知的障害のある子も一緒に学んでいました。でも、係決めな

どの時は配慮がなされ、みんなと同じことができなくても、学級の一員として認められていました。専門的な

特別支援教育はなされませんでしたが、その子も含めてみんな同じ仲間でした。 

 以上、私の少年時代のことで美化されているかもしれません。また、腕っぷしの強さが抑止力になるなど現

在では不適切な点もあります。しかし、新時代にふさわしいガキ大将（リーダー）の在り方、他者への配慮と

共生の精神は、今後の社会づくりの一助となると考えます。温故知新。 

  

                

          

  

みやつか１月号 

 

令和３年１１月６日、「第４５回新島中学校文化祭」が開催されまし

た。予定通りに行事を行えない状況の中、無事に開催することができ、

私たち教員も大変嬉しく思います。実行委員長の青沼雅久さんは閉会式

で、「この文化祭を通して深まった絆を大切にしよう」と話してくれま

した。「３７通りの青春」とのスローガンにもあるように、誰一人も取

り残さない全員でつくった文化祭で学んだことを、今後の学校生活にも

生かしてほしいと思います。最後に、ご来場いただきましたご来賓の皆

様並びに地域・保護者の皆様、誠にありがとうございました。  

文化祭担当 井上 大樹  

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

教育実習生のお知らせ 教育実習生のお知らせ 

リレーコラム 

 

ぬいねえどう 
 

～日よけ雨よけそして風よけ～  

 

世界は広い！！！ 

1 学年 担任 高島 綾子 

私が卒業した大学は『音楽大学』という特殊な大学で、そこには才能あふれる奇人・変人達（愛を込めて）

がたくさんいました。私はそこで、周りの同級生や先生から「あなたほど常識がある人は音大では珍しいわ。   

しっかり者ね。」と、よく言われていました。それは嫌味でもなく純粋な褒め言葉だったのですが、「常識が

ある＝つまらない＝才能がない」と言われているようで、勝手に落ち込んでいた記憶があります。 

 ですが大学卒業後、教員の世界に入ってみると「こだわりの強い変わり者だな～。頑固だねぇ。」と言われ

ることが何度かありました。これまた勝手に嬉しがった記憶があります。褒め言葉ではないと思いますが…笑。 

その経験から知ったのは、「自分がどの世界に身を置くかで、自分に対する周りの見方（評価）は変わる。」

ということです。今、自分がいる場所は、ひろーーーーい世界のたった一つのコミュニティに過ぎません。   

世界にはたくさんの社会や集団があります。どの世界で生きていくかは、「自分の心が伸び伸びとできる場所」

を選べば良いと思います。学校もそうですね。ついつい仕事に熱中すると忘れてしまいますが、広い世界の中

の「たった一つである学校」という場を、好む人もいればそうでない人もいる。（好きだと嬉しいです。） 

学校じゃなくても、他に伸び伸びと輝ける世界があればいい。そんな気持ちを忘れず、広い世界のこと、多様

な価値観があることを、子どもたちに伝えていける音楽の先生になれたらいいな、と思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都新島村立新島中学校 広報誌 みやつか 令和３年度 １月号 

新島中学校ＨＰ http://www.niijima.com/niichu/ 

１月の行事予定 
2０日（木）避難訓練  

2１日（金）SC 来校日・地区作品展（始） 

2４日（月）全校朝礼・地区作品展（終） 

ふれあい週間（始） 

２６日（水）SC 来校日 

２８日（金）ふれあい週間（終） 

２９日（土）授業公開・新入生授業体験と説明会 

      総合発表会（１年） 

３１日（月）食育朝礼 

       

 

       

 

１１日（火）始業式・席書会 

１２日（水）安全指導 

１３日（木）各種委員会 

１４日（金）SC 来校日・中央委員会・身体計測（３年） 

１７日（月）生徒朝礼・身体計測（２年） 

１８日（火）身体計測（１年） 

 

新中ブログ⇒ 

 
※新型コロナウイルス感染症の状況により行事の変更が考えられ

ます。ご理解・ご協力いただけますようお願いします。 

 

                            

 

 

 

 

 

 

１年生「『  』と叫びました。」 ２年生「昔話法廷」 音楽部「The gift of music」 

３年生「僕たちと駐在さんの 

              ７００日戦争」 


